
種 別 作者 所蔵

1 絵 画 金田新治郎 油彩画「田辺茂一肖像」 昭和51年 ㈱紀伊國屋書店

2 写 真 「紀伊國屋を訪問したケネスガルブレイスと」写真パネル 昭和53年 ＊

3 愛 蔵 品 ケネス　ガルブレイス書簡（額入）紀伊国屋訪問の礼状 昭和53年11月 ＊

4 愛 蔵 品 エラリー　クイーン書簡（額入）紀伊国屋訪問の礼状 昭和52年10月 ＊

5 写 真 「新宿祭パレードでオープンカーに乗る」写真パネル 昭和50年10月 ＊

6 色 紙 田辺茂一色紙「秋の空爆音一発世界都市へ」 昭和56年10月 ＊

7 色 紙 田辺茂一色紙「ひつとの環この町やがて世界都市」 昭和56年10月 ＊

8 絵 画 荻須高徳 油彩画「ルーアン」 ㈱紀伊國屋書店

9 絵 画 高畠達四郎 油彩画「老人」 ㈱紀伊國屋書店

10 絵 画 永沢まこと 絵画「紀伊國屋書店新宿本店」 ㈱紀伊國屋書店

11 絵 画 おおさわ匡 絵画「立ち読みおことわり」 ＊

12 愛 蔵 品 田辺茂一手ぬぐい「もいちの後姿　もいち音頭」 ＊

13 雑 誌 雑誌「アルト」7～10、12～13号
昭和3年11月
　～4年6月

＊

14 書 籍 田辺茂一編　 『能動精神パンフレット』　 昭和20年 ＊

15 書 籍 田辺茂一 『作品の印象』　田辺茂一著　 昭和14年 ＊

16 書 籍 田辺茂一 『轗軻』　田辺茂一著　 昭和16年 ＊

17 書 籍 田辺茂一編　 『純文学のために』　 昭和20年 ＊

18 写 真 「60歳の誕生日」写真パネル 昭和50年頃 ＊

19 写 真 「躍る茂一」写真パネル 昭和45年頃 ＊

20 写 真 「サガラナオミと模擬結婚式」写真パネル 昭和46年頃 ＊

21 台 本 「青島幸男のワイドショー」テレビ台本 昭和46年1月 ＊

22 台 本 「3時のあなた」テレビ台本 昭和46年10月 ＊

23 台 本 「小川宏ショー」テレビ台本 昭和46年9月 ＊

24 台 本 「23時ショー」テレビ台本 昭和48年頃 ＊

25 台 本 「独占おとなの時間」テレビ台本 昭和53年頃 ＊

26 台 本 「11PM Nagoya」テレビ台本 昭和47年1月 ＊

27 台 本 「ズバリ！身上相談」テレビ台本 昭和46年2月 ＊

28 台 本 「東京のこだま第819　新宿」テレビ台本 昭和49年12月 ＊

29 愛 蔵 品 フランス文化省から送られた勲章 昭和56年10月 個人蔵

30 愛 蔵 品 フランス文化省から送られた賞状写真 昭和56年10月 個人蔵

31 愛 蔵 品 恩賜の銀杯と当時の首相名の賞状 昭和56年12月 個人蔵
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32 愛 蔵 品 哲学者谷川徹三らの弔辞原本 昭和56年12月 個人蔵

33 愛 蔵 品 レコード「茂一のひとり歩き/茂一音頭」 昭和52年 ＊

34 愛 蔵 品 田辺茂一使用ハンチング帽 個人蔵

35 愛 蔵 品 田辺茂一使用マフラー（赤） 個人蔵

36 愛 蔵 品 田辺茂一使用ジャンパー 個人蔵

37 原 稿 田辺茂一 東京の本屋 ＊

38 模 型 開店当初の紀伊國屋書店　 ＊

39 模 型 紀伊國屋書店三代目店舗　 ＊

40 写 真 渡邉義雄
紀伊國屋書店三代目店舗（設計：前川國男設計事務所）
正面　吊幕

＊

41 写 真 渡邉義雄
紀伊國屋書店三代目店舗（設計：前川國男設計事務所）
2階ギャラリー　パネル

＊

42 写 真 渡邉義雄
紀伊國屋書店三代目店舗（設計：前川國男設計事務所）
階上より1階売り場を見る　パネル

＊

43 写 真 紀伊國屋書店店内　パネル 昭和31年 ＊

44 原 稿 舟橋聖一 アンケートと棄権　文芸的グリンプス(1) 昭和35年10月 ＊

45 原 稿 吉行淳之介 “風景”の一年 昭和36年10月 ＊

46 原 稿 風間完 些か自画自賛めいて 昭和44年1月 ＊

47 芳 名 簿 「風景の集い」（「風景」創刊５０号記念） 昭和39年 ＊

48 葉 書 佐多稲子 執筆承諾の回答 昭和47年2月26日 ＊

49 葉 書 阿川弘之 執筆辞退の回答 昭和47年3月7日 ＊

50 書 籍 文藝春秋編 『作家の対話－雑誌「風景」より－』 昭和43年 ＊

51 書 籍 講談社 『座談会　昭和文壇史』 昭和51年 ＊

52 書 籍 舟橋聖一 文藝的グリンプス　ⅠⅡⅢ ＊

52 原 稿 武者小路実篤 日記がわり 昭和38年1月 ＊

53 原 稿 里見弴 喜代女日記抄 昭和38年1月 ＊

54 原 稿 海音寺潮五郎 日、西山に傾く 昭和45年4月 ＊

55 原 稿 吉屋信子 日記 昭和44年7月 ＊

56 原 稿 井伏鱒二 日記 昭和39年3月 ＊

57 愛 蔵 品 武者小路実篤 眼鏡・懐中時計 神奈川近代文学館

58 原 稿 子母沢　寛 日記 昭和39年1月 ＊

59 愛 蔵 品 子母沢　寛 万年筆・ゴム印 神奈川近代文学館

60 原 稿 立原正秋 初版本のこと 昭和46年1月 ＊

61 愛 蔵 品 立原正秋 『言苑』　博文館版 神奈川近代文学館

62 愛 蔵 品 里見弴 万年筆セット・メガネ 神奈川近代文学館

63 愛 蔵 品 吉屋信子 ペン・印鑑5点 神奈川近代文学館

64 愛 蔵 品 井上靖 眼鏡・インク壺・天眼鏡 神奈川近代文学館

65 原 稿 黒岩重吾 泣きどころ 昭和42年4月 ＊

66 愛 蔵 品 黒岩重吾 印鑑・硯・墨（唐子） 神奈川近代文学館

67 愛 蔵 品 堀田善衛 鉛筆・インク 神奈川近代文学館

68 原 稿 埴谷雄高 無言旅行 昭和41年10月 ＊

69 愛 蔵 品 埴谷雄高 眼鏡・万年筆 神奈川近代文学館

70 愛 蔵 品 北原武夫 煙草入れ・ペン 神奈川近代文学館

71 原 稿 中村光夫 自然について 昭和38年6月 ＊

72 愛 蔵 品 中村光夫 眼鏡・懐中時計 神奈川近代文学館

　紀伊國屋書店店舗再現

文豪の筆跡

　『風景』 創刊

作家の愛蔵品
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73 原 稿 遠藤周作 ユダと小説 昭和37年12月 ＊

74 愛 蔵 品 遠藤周作 ピエタ・十字架・筆記具・メガネ・落款 町田市民文学館

75 愛 蔵 品 八木義德 万年筆・メガネ・拡大鏡 町田市民文学館

76 愛 蔵 品 村上元三 印鑑・十手・信玄袋・鉛筆 田端文士村記念館

77 愛 蔵 品 大岡信 万年筆・ペン皿・ペーパーナイフ・眼鏡・落款・朱肉 大岡信ことば館

78 原 稿 壺井栄 軽井沢日記 昭和40年7月 ＊

79 原 稿 佐多稲子 かみなりさまの感覚 昭和35年11月 ＊

80 原 稿 有吉佐和子 爪（つめ） 昭和39年4月 ＊

81 原 稿 幸田文 あの頃 昭和39年11月 ＊

82 原 稿 瀬戸内晴美 黒髪と藤の花 昭和46年7月 ＊

83 原 稿 宇野千代 那須日記 昭和42年9月 ＊

84 原 稿 北原武夫 宇野千代のこと（1）　隣の椅子 昭和41年1月 ＊

85 原 稿 山崎豊子 小説を書く楽しみ 昭和38年1月 ＊

86 原 稿 森茉莉 魔利の恋人ジュリエット 昭和38年9月 ＊

87 原 稿 田辺聖子 ｢女史」 昭和39年5月 ＊

88 原 稿 高見順 とびきり上等なレッテル 昭和38年9月 ＊

89 原 稿 松本清張 集落 昭和38年3月 ＊

90 原 稿 草野心平 きょうもまた初めての富士 昭和42年5月 ＊

91 原 稿 堀田善衛 業餘詩集 昭和38年4月 ＊

92 原 稿 茨木のり子 殴る 昭和44年10月 ＊

93 原 稿 谷川俊太郎 七頁 昭和49年2月 ＊

94 原 稿 大岡信 出世作・晩年の作 昭和49年8月 ＊

キアラの会の作家たち

95 原 稿 三島由紀夫 変質した優雅 昭和38年7月 ＊

96 原 稿 井上靖 断章 昭和46年2月 ＊

97 原 稿 井上靖 ｢風景」と詩 昭和44年1月 ＊

98 書 籍 井上靖 『地中海』　新潮社 昭和37年 ＊

99 書 籍 井上靖 『運河』　新潮社 昭和42年 ＊

100 原 稿 有馬頼義 一勝投手　隣の椅子 昭和42年4月 ＊

多 士 済 々

101 原 稿 村山知義 前進座の三十五年 昭和40年6月 ＊

102 原 稿 岡本太郎 日記 昭和42年3月 ＊

103 原 稿 石原慎太郎 小説と「風土」 昭和37年10月 ＊

104 原 稿 江藤淳 評伝の愉しみ 昭和36年6月 ＊

105 原 稿 阿川弘之 米内提督の進退伺 昭和46年5月 ＊

106 原 稿 田村泰次郎 激しい血 昭和46年2月 *

107 絵 画 田村泰次郎 デッサン「ソユドベ広場（トレド）」 ＊

108 原 稿 星新一 物見高き男 昭和42年6月 ＊

109 原 稿 五木寛之 ブブノワ先生のこと 昭和43年3月 ＊

110 原 稿 渡辺淳一 点滴 昭和41年5月 ＊

≪川端康成と大江健三郎≫

111 原 稿 大江健三郎 渡辺一夫教授の最終講義 昭和37年5月 ＊

112 原 稿 大江健三郎 日記 昭和39年2月 ＊

113 原 稿 川端康成 岸恵子さんの婚礼 昭和36年1月 ＊

114 原 稿 川端康成 落下流水 昭和39年2月 ＊

作家の愛蔵品

華やかな女性作家

詩人の肖像
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115 原 稿 八木義徳 最後の笑顔 昭和47年6月 ＊

116 原 稿 司馬遼太郎 質屋の美学 昭和41年5月 ＊

『風景』 終わりの時

117 原 稿 中上健次 草木（連作短篇・Ⅰ） 昭和50年6月 ＊

118 原 稿 立松和平 ぼくらの未来 昭和48年12月 ＊

119 原 稿 村上元三 舟橋さんのこと 昭和51年4月 田端文士村記念館

120 原 稿 加藤宗哉 風景を手伝い終って 昭和51年4月 ＊

121 原 稿 舟橋聖一 グランプリと抗糖尿病剤 昭和51年2月 ＊

* 新宿歴史博物館蔵

※ 展示資料の中には、現在では適切でない表現の見られるもの
があります。当時の社会状況を理解するため、そのままとしま
した。
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